当院にて左房内血栓症を診断され治療を受けた患者さんへ
 災害医療センター循環器内科では「左房内血栓症マネージメントに関する後ろ向き研究」を実施しています。この後ろ向き臨床研究では、左房内血栓症を診断された患者さんを対象として、データの収集を行います。研究目的・研究内容詳細は以下に記載する通りです。 
【研究目的】 左心耳血栓症を代表とする左房内血栓症は心房細動に合併し、心原性脳梗塞やそのほか血栓塞栓症の原因となりえます。心原性脳梗塞は命にも関わる疾病です。従って、心房細動患者における心原性塞栓症のリスク評価と適切な抗凝固療法の導入による血栓症の予防は心房細動マネージメントの最も重要な課題の一つです。抗凝固療法を安全に施行できない患者さんへの左心耳閉鎖デバイスによる治療や外科的左心耳閉鎖術も可能となり、心原性塞栓症の予防方法は多様化しています。
一方で、左房内血栓症自体のマネージメントについて確立された治療方針はありません。経験的に抗凝固療法を実施し保存的に加療することが多いですが、医師の判断で外科的に血栓を取り除くこともあります。
近年心房細動アブレーションによる生命予後の改善効果について報告がなされていますが、左房内血栓が消失しない場合心房細動アブレーションは禁忌となり、患者さんはリズム制御の機会を失うことになります。
　以上の背景より、本研究は左房内血栓症マネージメントに関するエビデンスを構築することを目的とします。
【研究概要】
１．本研究の対象となる患者さん
当院にて2010年1月1日から施設の倫理審査が承認されるまでの期間に左房内血栓が指摘された患者さん。　
２．本研究の研究期間
2023年7月　　日（倫理委員会承認日）から2028年12月31日まで。
３．本研究で収集するデータ
　当院と共同研究施設において、カルテから得る患者基本情報(年齢・性別・身長・体重・基礎疾患・投与薬剤画像検査結果・手技・治療結果・合併症など)および左房内血栓症の管理、経過に関する情報(不整脈の再発の有無・合併症など) 、のちにリズム制御介入を受けたか、予後等の解析を行います。
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本研究で得られたデータは匿名化の上データベースとして保管し、循環器内科内で厳重に管理いたします。今回の研究結果は国内外の学会や学術雑誌上で公表されます。今回のデータを用いた新たな研究を行う場合には改めて告知いたします。
この研究は「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を守って実施されます。通常の診療ですでに行われた検査・治療の結果を診療録から解析する研究で、患者さんに対して新たに治療や検査が行われるわけではありません。研究結果の発表時には個人情報が開示されることはありません。患者さんに何らかの利益・不利益が生じることはありません。研究を実施するにあたり特定企業との利害関係はありません。
患者さんには研究主旨についてご理解・ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。当院ホームページに研究について公示することで、同意を得られたものとさせていただき、研究を進めさせていただきます。本研究への参加を希望されない場合や質問がございましたら、主治医にお申し出いただくか、もしくは下記へご連絡下さい。
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